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◉
　

移
動
実
態
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
な
ど
か
ら
、
通
院
や
買
い
物

の
時
間
と
し
て
多
く
外
出
す
る
時

間
帯
に
合
わ
せ
た
交
通
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

 

❶

 

❷◉
　

こ
れ
ま
で
も
接
続
の
要
望
が
多

か
っ
た
東
北
新
幹
線
く
り
こ
ま
高

原
駅
へ
、
新
田
線
の
一
部
を
延
伸

し
て
接
続
す
る
試
行
運
行
を
行
い

ね
１
万
６
千
平
方
㍍
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
今
後
、

議
会
や
新
庁
舎
建
設
市
民
会
議
な

ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
参

考
に
選
定
し
ま
す
。

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
線
を
利
用
し
石
巻

赤
十
字
病
院
へ
通
院
で
き
る
「
陸

前
豊
里
駅
前
」
バ
ス
停
留
所
を
新

設
。
大
崎
市
民
病
院
へ
は
「
長
根

（
大
崎
市
田
尻
）」
に
バ
ス
停
留
所

を
新
設
し
て
試
行
運
行
を
開
始
し

ま
す
。
今
後
、
利
用
状
況
な
ど
を

調
査
し
な
が
ら
、
本
格
運
行
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◉
　

本
年
４
月
か
ら
開
校
と
な
る
登

米
総
合
産
業
高
校
や
佐
沼
高
校
、

登
米
高
校
へ
の
通
学
路
線
と
し
て

「
東
西
循
環
線
」
を
新
設
し
、
各

路
線
の
一
部
を
登
米
総
合
産
業
高

校
ま
で
延
伸
。
迫
桜
高
校（
栗
原

市
）へ
の
通
学
に
つ
い
て
は
、
運

行
時
刻
な
ど
の
再
編
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
「
学
生
定
期
券
」
の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

◉
　

市
民
バ
ス
の
運
行
路
線
や
時
刻

表
を
掲
載
し
た
市
民
バ
ス
マ
ッ
プ

を
３
月
中
に
毎
戸
配
布
し
ま
す
。

詳
し
い
再
編
内
容
な
ど
は
こ
ち
ら

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

企
画
部
市
民
活

動
支
援
課（
地
域
振
興
係
）

☎
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２
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１
７
３

つ
い
て
は
今
後
の
計
画
策
定
の
中

で
積
算
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、通
常
の
庁
舎
建
設
で
は
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
財

政
支
援
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

本
市
の
場
合
、
合
併
特
例
債
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
一
般
財
源
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

庁
舎
建
設
の
今
後
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
は
「
広
報
と
め
」

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

◉
　

庁
舎
建
設
の
整
備
費
に
つ
い
て

は
、
概
算
事
業
費
と
し
て
約
62
億

円（
解
体
、
設
計
費
な
ど
を
除
く
）

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

今
後
の
物
価
上
昇
や
施
設
の
規
模

お
よ
び
機
能
、
さ
ら
に
は
建
設
場

所
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
事
業
費
に

☎


